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藤沢駅前街区エリアデザイン会議設置要綱 

 

（目的及び設置） 

第１条 藤沢駅前街区において、藤沢駅南北自由通路拡幅整備、藤沢駅南口駅前広

場再整備等を実施するに当たり、駅北口を含めたエリア全体を捉えたデザインに

ついて検討することを目的として「藤沢駅前街区エリアデザイン会議」（以下「デ

ザイン会議」という。）を設置する。 

（検討範囲） 

第２条 デザイン会議で検討する藤沢駅前街区の区域は、別紙「検討範囲図」のと

おりとする。 

（所掌事務） 

第３条 デザイン会議は、次に掲げる事項について協議する。 

（１）藤沢駅前街区のデザインコンセプトに関する事項 

（２）藤沢駅南北自由通路のデザインに関する事項 

（３）前２号に掲げるもののほか、藤沢駅前街区のデザインについて専門的な助 

   言、指導等に関する事項 

（組織） 

第４条 デザイン会議は、委員２０人以内で組織する。 

（委員）  

第５条 委員は、次に掲げる者のうちから選任し、又は任命する。 

（１）学識経験を有する者 

（２）藤沢駅周辺のエリアマネジメント団体の関係者 

（３）鉄道事業者に属する者 

（４）市の職員 

２ 委員のうち、この市の職員である委員は、都市整備部長、街なみ景観課長及び

藤沢駅周辺地区整備担当参事をもって充てる。 

３ 委員の任期は、令和６年３月３１日までとする。ただし、協議の状況により、

延長することができる。 

（議長等）  

第６条 議長は、学識経験を有する者につき選任された委員のうちから、委員の互
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選により定める。副議長は、議長の指名により定める。 

２ 議長は、会務を総理する。  

３ 副議長は、議長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第７条 デザイン会議は、議長が招集する。 

２ デザイン会議は、議長及び半数以上の委員の出席がなければ、会議を開くこと

ができない。 

３ デザイン会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のとき

は、議長の決するところによる。 

（代理出席） 

第８条 委員がやむを得ず出席できない場合であって、議長が必要と認めたときは、

委員は代理出席者をデザイン会議に出席させることができる。 

（意見等の聴取） 

第９条 議長は、デザイン会議の運営上必要があると認めるときは、この市の職員

その他の関係人を会議に出席させてその意見又は説明を聴くことができる。 

（秘密保持） 

第１０条 委員は、その職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。 

（庶務） 

第１１条 デザイン会議の庶務は、都市整備部藤沢駅周辺地区整備担当において総

括し、及び処理する。 

（委任） 

第１２条 前各条に定めるもののほか、デザイン会議の議事の手続その他のデザイ

ン会議の運営に関し必要な事項は、議長がデザイン会議に諮って定める。 

附 則 

１ この要綱は、令和４年６月３日から施行する。 

２ この要綱の施行の日以後最初に開かれる会議は、第７条第１項の規定にかかわ

らず、市長がデザイン会議を招集する。 

  



別紙 

「検討範囲図」 

 

 

 



第1回 藤沢駅前街区エリアデザイン会議

藤沢駅周辺地区の取組

1

2022年（令和4年）7月15日

藤沢駅周辺地区整備担当
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本日ご紹介する「取組」の流れ

１ 藤沢駅周辺の現状と課題

２ 藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画

３ 事業計画案

・藤沢駅北口駅前デッキリニューアル事業

・藤沢駅南北自由通路拡幅整備事業

・藤沢駅南口駅前広場再整備基本計画（素案）

４ 藤沢駅前街区まちづくりガイドライン（骨格）

５ 藤沢市景観計画等
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１ 藤沢駅周辺の現状と課題
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防災建築街区造成事業（S43年）

フジサワ名店ビル

ダイヤモンドビル

江ノ電藤沢駅

再開発事業と橋上駅舎化（S54年）

・藤沢駅周辺は整備から概ね40年以上が経過し老朽化が深刻
・利用者も増加し、安全面や利便性に大きな課題
・駅周辺地区の商業ポテンシャルの低下傾向

１ 藤沢駅周辺の現状と課題

南口 北口
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２ 藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画（平成２４年）

地区のめざす姿

湘南地域の広域拠点であり続け、湘南のくらし・海・風・太陽・文化に
人が集い・にぎわい・人が楽しみ・人がエネルギーとなり、未来へと繋げる

“次の時代の湘南・藤沢ライフを先導し、プロモーションする都心”をめざします。

地区整備の方向性

・藤沢の都心部機能集積の維持・充実
・湘南・藤沢らしさを持った商業・サービス・交流の充実・創出
・永年にわたり積み上げてきたストックを活かし、街を面的に楽しむ仕掛けづくり
・にぎわい・交流の核の形成
・湘南・藤沢らしい空間・景観の形成
・安心・快適と低炭素型交通環境の創出にむけた交通ネットワークの形成
・次の時代を先導する環境や安心・安全への取組
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基盤整備を中心に

藤沢駅周辺の再整備

周辺の民間事業者へ

の波及・誘導により、

都心部再活性化へ

３ 事業計画案（平成２５年）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤沢宿・遊行寺方面 

実施済  

検討・協議段階 

① 藤沢駅北口通り線整備事業 

幅員 13ｍ 延長約 240ｍ 

Ｈ27年度整備済 

③ 市道藤沢 83号線整備事業 

H27年度整備済 

⑦ 藤沢駅北口 

南北線整備事業  

幅員9ｍ  

延長約50ｍ 

⑥ 北口駅前広場リニューアル事業 

・デッキの全面リニューアル 

・エレベーター/エスカレーターの設置 

 R元年度整備済 

・交通広場のリニューアル 

 R2年度整備済 

② 藤沢駅北口東西線整備事業 

幅員 13ｍ 延長約 100ｍ 

Ｈ27年度整備済 

⑤ 市役所通り線再整備事業 

Ｈ29年度整備済 

⑧ 地下通路リニューアル事業 

・リニューアル 

（東西方向 R3年度整備済） 

（南北方向 検討段階） ④ 特殊街路再整備事業 

Ｈ28年度整備済 

⑨ 南北自由通路拡幅整備事業 

⇒駅の改良 

・自由通路の拡幅 

・（駅舎の改良）  等 

⑩ 南口駅前広場とデッキ整備事業 

・デッキ設置 

・交通広場の再整備 
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３ 事業計画案（藤沢駅北口駅前デッキリニューアル事業）
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３ 事業計画案（藤沢駅北口駅前デッキリニューアル事業）
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３ 事業計画案（藤沢駅周辺地区エリアマネジメント）

❶サンパール広場
（藤沢駅前広場・デッキ）
❷サンパレット広場
（特殊街路）
❸地下広場
（北口地下通路）

❷❶

❸
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北口駅前広場 

南口駅前広場 

Ｊ
Ｒ
改
札 

リ
エ
ー
ル
藤
沢 

1Ｆ小田急改札へ 

み
ど
り
の
窓
口 

小
田
急
改
札 

（
橋
上
化
） 

８ｍ 

１６ｍに拡幅 

動線の交錯 

３ 事業計画案（藤沢駅南北自由通路拡幅整備事業）

拡幅整備のポイント

• 南北自由通路を現況の幅員を8mから
16mに拡幅

• 南北自由通路の拡幅に合わせて小田
急改札を橋上化

• 南北歩行者動線とＪＲ・小田急間の乗
換動線の交錯解消、南北連携強化

• 鉄道3線の乗換利便性の向上
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３ 事業計画案（藤沢駅南北自由通路拡幅整備事業）

（JR東日本側 自由通路イメージ）

（小田急側 自由通路イメージ）
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３ 事業計画案（藤沢駅南口駅前広場再整備基本計画(素案)）

再整備のコンセプト

ゆたかなくらしを未来につなぐ、にぎわいのある『湘南の玄関口』

②歩道と車道のバランスを整え、
市民が居場所として過ごせる
広場づくり

③藤沢らしさ、特色が
感じられる
魅力的な空間づくり

12

再整備の方針

①歩きやすい歩行空間の整備と
周辺のまちへのつながりの強化



地上部 デッキ部

13

３ 事業計画案（藤沢駅南口駅前広場再整備基本計画(素案)）



４ 藤沢駅前街区まちづくりガイドライン（骨格）

届出認定制度

まちづくりガイドラインの目的

• まちづくりの基本的なルールや適切な開発の誘導、官民連携によるまちづくりを推進
していくために必要な事項等を位置付け、藤沢駅前街区における建て替え等の指針
とする。
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規制誘導の考え方（地域貢献イメージ）

15

４ 藤沢駅前街区まちづくりガイドライン（骨格）



藤沢駅南口３９１地区市街地再開発事業（令和７年着工予定）

16

（参考）駅前街区周辺の民間施設の取組



５ 藤沢市景観計画等

景観法

藤沢市都市景観条例

法委任事項

・景観計画の
策定・変更等

独自制度

・助成／表彰
・景観市民団体等

藤沢市景観計画

景観色彩
ガイドライン

色彩基準・協議指針

一体的に運用

藤沢市屋外
広告物条例

即する

藤沢市公共サインガイドライン

１）表示内容のわかりやすさの向上

２）まちなみと調和する標準デザインの設定
３）サインの連続性の確保
４）サインの維持管理の推進
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• 市域全域を「景観計画区域」とする。

• 5つのベルトと5つのゾーン
まちの拠点となる駅前など市街地
景観の骨格、緑や水のつながりに
よる自然景観の骨格として位置づけ

• 特に藤沢駅等は大規模建築物等の
色彩基準の強化エリアに定める。

５ 藤沢市景観計画等

18

藤沢市景観計画（平成19年1月策定、平成25年5月改定）



外壁の色彩の基準（藤沢駅周辺の商業地域等）

５ 藤沢市景観計画等

「藤沢市色彩景観ガイドライン」

誘導を図っていく色彩

避けるべき色彩
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５ 藤沢市景観計画等

藤沢市公共サインガイドライン（平成３０年～）

１）表示内容のわかりやすさの向上
２）まちなみと調和する標準デザインの設定
３）サインの連続性の確保
４）サインの維持管理の推進

20

（参考）令和4年3月にリニューアルした地下通路のサイン



 

東西地下通路 

《藤沢駅前街区エリアデザイン検討の基本的考え方》 

《公共施設のあり方》 

                                      ○ 「湘南の玄関口」としての顔づくり 

                                      ○ 民間街区の開発促進 

                                      ○ 活気あふれる活動の場づくり 

 

 

 

 

 

 

南口駅前広場 

《地上部（滞留空間）の整備イメージ》 

 ○ 市民や来街者の居場所となる質の 

高い空間 象徴性、ほっとするなど 

《デッキ部の整備イメージ》 

 ○ 移動のしやすい乗換デッキ 

   にぎわいの連続性、地上部の開放感

など 

藤沢駅前街区デザインコンセプト 

地区のめざす姿 

湘南地域の広域拠点であり続け、湘南のくらし・海・風・太陽・文化に 
人が集い・にぎわい・人が楽しみ・エネルギーとなり、未来へとつなげる 
”次の時代の湘南・ライフを先導し、プロモーションする都心”をめざします。 

活力・にぎ
わいを 

生み出す 
まちづくり 

空間 

づくり 

風格・趣が 
感じられる 
まちづくり 

デザ 

イン 

再
整
理 

藤沢駅前街区に 
求められている機能・役割 

藤沢駅前街区としての全体的な『デザインコンセプト』の設定 

コンセプトのデザイン展開 

一体性・連続性 

『つなぐ・むすぶ・ささえる』 
～まちに人を広げ、人とまちをささえる仕組みと活動の空間づくり～ 

大きな水面

を南に擁した 

湘南・藤沢

の風土 

デザイン 

コンセプト 

「つなぐ」 

「むすぶ」 

歴史や文化 

《デザインテーマ》 
「水面の象形」 

《デザイメージ》 
「水面の象形」を幾

何学的な柄で表現 

ゆたかなくらしを未来につなぐ 
にぎわいのある『湘南の玄関口』 

コンセプト 

 

機能 

多目的利用

の広場空間 

案内誘導 

サイン設置 

広場空間の

利活用 

南北自由通路 

 

デザインテーマの設定 

 

機能(例) 

 

デザイン 

コンセプト 

 

 

 

 

 

キーワード投票 

愛称募集 

市民参加(例) 

デザインワークショップ 

・待合スペースの設置 
 

・案内誘導サイン設置 
 

・ｻｲﾈｰｼﾞによる観光情報 
 

・広告掲載 
 

・物産品販売 
 

藤沢駅前街区 

駅街区 

商業地域（容積率 600％以上のエリア）
駅街区 

藤沢らしさ 

・平均点を少し上回った生活 

・少し古臭い、他のまちに先を越されてしまった感、 

ごちゃごちゃしている 

・健全なまち⇔案外健全ではないまち 

・古いまちであるが、高級住宅地・別荘地 

・北口から南口が駅周辺のメインとなってきてしまっている 

・潮風、明るい、温かい、柔らかい、優しいといったイメージが

ある湘南の中心地 

・湘南の玄関口である 

・日本のマイアミ 

まちの 

印象 

※「第３回南口駅前広場等あり方検討会議」より 

北口ペデストリアンデッキ 

※「第６回北口デッキにぎわいワーキング資料」より 

憩い・集い・出会いの場として 

新たなにぎわい・交流・つながりを創出・発信する場として 

様々な世代・季節・時間の楽しみ方を育む場として 

藤沢駅北口駅前が生まれ変わります 

『湘南・藤沢 Garden Gate』 

コンセプト 

＊藤沢のゲート、シンボルとして、駅と

街をつなぐ、出会い・交流の場 

＊駅利用者・周辺住民・市民・来街

者、様々な人が訪れる場として、時

間・曜日・季節によって多様な使い

方が可能なにぎわい・憩いの場 

＊湘南・藤沢の環境（太陽・水・風）

と季節を感じる場 

＊駅利用者・周辺住民・来街者が利

用するターミナルとして、藤沢の魅力

を伝える情報発信の場 

＊緑のうるおいや季節感を

感じられる屋上ガーデン 

＊祭り・イベントの風物詩 

＊歴史・文化、自然を背景

とした明るくおおらかな空

間 

＊駅前の多様な景観を受

け止める、時代に流され

ないスタンダードデザイン 

デザイン 機 能 

再
整
理 

デザインに結び付く 
まちづくりキーワードの抽出 

※「藤沢駅南口駅前広場再整備基本計画(素案)」より 

・緑が豊かで気候も暖かく住みやすい場所 

・藤沢は自然気候が良く、空気感が川崎や東京都は異なる 

・空気がきれいで、温暖である 

・駅から富士山も見ることもできる 

・ほっとするような空気感がある 

・湘南らしいかっこよさ、センスのよさを感じる 

・観光資源が豊かなまち（江の島、花火大会、箱根駅伝） 

・江の島、遊行寺、藤沢宿などの歴史的観光資源をより 

アピールすべきである 

・江ノ電そのものが観光資源 

・車がものすごく多く、混雑している 

・歩行者の空間があまり豊かではない 

・人が多くて活気のあるまちで良い 

環境 
気候 

観光
資源 

交通 

一体性・連続性 
一体性・連続性 

資料３ 

藤沢駅前街区まちづくりガイドライン（骨格） 

藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画 



スケジュール（案） 

Ｒ４.７.１５ ・第１回デザイン会議の開催 

※ 藤沢駅周辺整備の取組紹介、自由通路の基本設計の説明（既存の

自由通路躯体を利用するため、荷重が大幅に増加する資材を使用

しないことの説明）、藤沢らしさの共有等 

※ デザインコンセプト、自由通路デザインの検討手法 

 

Ｒ４.１０.２７ ・第２回デザイン会議の開催 

※ 藤沢らしさから導き出される藤沢駅前街区のデザインコンセプト

（たたき台）提示 

※ 自由通路デザインイメージの方向性 

 

Ｒ４.１１－Ｒ５.１頃  ※市民参画に向けた取組 

 

Ｒ５.１ ・第３回デザイン会議の開催 

※ デザインコンセプト（素案）の提示 

※ 自由通路デザインイメージ（たたき台）の提示 

 

Ｒ５.２ ・議会特別委員会、景観審議会でデザインコンセプト（素案）提示 

 

Ｒ５.４ ・第４回デザイン会議の開催 

※ デザインコンセプト（案）、自由通路の詳細設計成果の提示 

 

Ｒ５.５ ・デザインコンセプトのパブリックコメントの実施 

 

Ｒ５.７ ・第５回デザイン会議の開催 

※ デザインコンセプトの確定、自由通路のデザイン（素案）の提示

（３パターン程度） 

 

Ｒ５.１０ ・第６回デザイン会議の開催 

※ 自由通路のデザイン（案）の提示 

 

Ｒ５.１２ ・議会特別委員会、景観審議会で自由通路デザイン（案）提示 

 

Ｒ６.２ ・第７回デザイン会議の開催 

※ 自由通路のデザイン（案）の修正提示→確定 

資料４ 



 

 

 

（参考資料集） 

 

・デザインコンセプト（市参考案） 

 

・小田急側 南北自由通路拡幅整備事業 基本設計（コンセプト・パース） 

 

・木材を利用した自由通路のイメージパース（令和３年度作成） 

 

・自由通路のデザイン事例 

 

・住民参加の手法事例 

資料５ 





 



木材を利用した自由通路のイメージパース（令和３年度作成） 



藤沢駅 （1979年） 辻堂駅 （2010年） 茅ヶ崎駅　（2015年） 小田原駅 （2003年） 海老名駅 （2015年）

約40万人 約12万人 約11万人 約19万人 約18万人

幅員8m (16m) / 延長80m 幅員12m / － ー / ー 幅員16m / 延長172m 幅員12m / 延長195m（※西口側）

ピーク時の通行利用者数に対して幅員が狭
小。ＪＲと小田急間の乗換と南北方向の通行
利用者の動線が交錯することが課題。

デッキの昇降装置は階段の他、EVや自転車
通行用の斜路を付帯。行政情報等をデジタ
ルサイネージにより発信。

自由通路は拡幅し流動性を高めるとともに、
膜屋根による開放的な空間を整備。南階段
では小学生の壁面デザインWSを開催。

アークロード（自由通路）に大提灯を設置。太
陽光発電システムを導入。3人掛けベンチや
観光案内所の設置。

歩く歩道やミストシャワーを設置。蓄電池付太
陽光発電システム、LED照明、デジタルサイ
ネージの採用。

市職員撮影 mapio.net JR東日本建築設計HP 神奈川新聞HP 小田急交通広告HP

新宿駅 （2020年※開通年） 品川駅　（2003年） 川崎駅　（2018年） 日立駅　（2011年） 羽鳥駅　（2020年）

約350万人 約100万人 約43万人 約2.2万人 約0.5万人

幅員25m / 延長100m 幅員20m / 延長200m 幅員10m / 延長230m 幅員8m / 延長139m 幅員5m / 延長45m

改札を移設し、名称を変更。大型LEDビジョ
ン（新宿ウォール４５６）による広告と環境演
出を融合。

柱上部に設置された70インチデジタルサイ
ネージ44面による情報発信。アーチ状の天
井と明かり窓を配置。

橋上駅舎化し、改札内コンコースと大規模な
エキナカ商業施設を新設。行政サービス施
設の導入。

東西の市街地の連続性やユニバーサルデザ
インへの改良など、戦略的なシビックデザイン
プロジェクトを実施。

筑波技術大学と市民の協働ワークショップに
よってモザイクタイルアートを制作。通路はバ
リアフリーを整備。

新宿区HP 品川区HP 鉄建建設㈱HP 日立市HP TOWN JOURNAL OMITAMA HP

秋田駅 （2017年） 新山口駅 （2015年） 青森駅 （2021年） 高山駅 （2018年） 西鉄柳川駅 （2015年）

約2.1万人 約1.6万人 約1.1万人 約0.3万人 約1.1万人

幅員12m / 延長186m 幅員10ｍ / 延長160ｍ 幅員6m / 延長170m 幅員6m / 延長120m 幅員4m / 延長120m

行政・大学・地元企業の連携による、駅・自
由通路・待合ラウンジ等の統一デザイン検
討。県産材を活用した木質空間を整備。

光や風、植物の匂いも体感できる空間、壁に
は140種の山口の植生植物を配置。床は自
然石等を用いた素朴な質感。

木の温もりと親しみを感じる回廊。リンゴの木
箱を模した木目調のデザイン。壁面凹部を
ギャラリーとして活用。

内装には飛騨産のヒノキを多用。壁面は祭屋
台をテーマとして祭屋台の下段部分や車輪、
装飾品等を展示。

市民が誇りと愛着をもてる居場所を整備。柳
川を連想させる和のデザイン、八女杉の活
用。広告・空間演出による情報発信。

CHORD ARCHITECTS HP (公財)都市緑化機構HP 鉄道建設㈱HP 土木学会デザイン賞HP 九州産業大学HP

写　　真

引用先

駅　　名

乗降者数

幅員/長さ

特　　徴

特　　徴

写　　真

引用先

写　　真

引用先

駅　　名

乗降者数

幅員/延長

特　　徴

自由通路のデザイン事例
駅　　名

乗降者数

幅員/長さ



 

住民参加の手法事例 
 

 

ワークショップ 

例：青森駅自由通路に関する市民ワークショップ（青森市ＨＰ） 

（実施目的） 

・自由通路の設計に、市民のみなさんの意見を反映させるこ

とで、完成した自由通路に愛着を持って活用してもらう。 

（実施概要） 

・２時間半のワークショップを３回開催。 

・参加者各回 30名程度。 

・弘前大学の教授にコーディネータを依頼。 

・第３回のワークショップでは、デザイン案を３案提示し、

賛成・反対・改良ポイントについてディスカッション。 

（検討テーマ） 

《第１回》 自由通路などへの意見やアイデア 

《第２回》 まちづくり、まち育てへの市民参画について 

《第３回》 自由通路のデザインについて 

 

 

コンセプト投票 

例：ＪＲ羽鳥駅自由通路北側壁面デザインコンセプト投票 

（実施目的） 

・自由通路北側壁面のデザインについて、デザインコンセプ

トの投票を行い、デザイン決定の参考とする。 

（実施概要） 

・「自然豊かな花香る小美玉」、「空と緑の境界小美玉」、「お

いしい恵みあふれる小美玉」など、デザインコンセプト案

７案を示し、人気投票を行う。 

・投票の結果、「自然豊かな花香る小美玉」が最も多く、この

コンセプトを基にデザイン検討を行う。 

 

 

デザイン投票 

例：ＪＲ津田山駅色彩デザイン投票（川崎市ＨＰ） 
（実施目的） 

・橋上駅舎化によって新たに整備される自由通路及び新駅

の色彩デザインについて、駅前の景観に配慮した親しみや

すいものとなるよう、人気投票を行う。 

（実施概要） 

・デザイン３案を示したポスターと投票用紙・投票箱を駅構

内等に配し、駅利用者等に投票してもらう。 

 

 

愛称募集 

例：ＪＲ高山駅東西自由通路愛称募集（高山市ＨＰ） 

（実施目的） 

・自由通路の愛称を町民等につけてもらうことで、より親し

みを持って利用してもらう。 

（実施概要） 

・市内外から２７０点余りの愛称応募。 

・地元町内会、商店街代表、高山駅長等による審査委員会で

選考し、市長が決定。 

（実施結果） 

・自由通路の愛称は「匠通り（たくみどおり）」に決定。 

・選定理由は、自由通路の両壁面に数々の「匠の技」が展開

されることから、高山の伝統文化薫る場所の象徴としてふ

さわしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 


